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アンゴラ共和国月報 

２０２１年９月号 

在アンゴラ日本国大使館 

主な出来事 

【内政】 

●ロウレンソ大統領は、9 月 1 日に国会で可決された改正総選挙基本法案に対し拒否権を行使し、

公正な選挙が実現できるよう国会に同改正法案の再考を求めた。 

●9 月 1日、国会は改正中央銀行(BNA)法案を全会一致で可決した。 

●アンゴラは各国の支援や国際枠組みを通じ、アストラゼネカ製ワクチン、スプートニクVワクチン､フ

ァイザー製ワクチンを受領した他､シノファーム製ワクチンを独自資金で調達。 

【外交】 

●9 月 16 日、当地で対面形式により第３回大湖地域国際会議（ICGLR）ミニサミットが開催された。 

●9 月 16 日、政府及び世銀は、世銀の COVID-19 ワクチン調達支援の枠組みに関する、1.5 億ドル

の融資契約を締結した。 

●9 月 20 日から 21日、ロウレンソ大統領はワシントンを訪問し要人表敬を受けた。また､23日､第 76

回国連総会に出席し一般討論演説を行った。 

●9月 28日から30日、ロウレンソ大統領はスペインを公式訪問し、フェリペ６世国王との懇談及びサ

ンチェス首相との首脳会談等を実施した。 

【経済】 

●フィッチ・レーティングスはアンゴラの信用格付を CCC で維持し､Moody’s はアンゴラの信用格付を

Caa１から B3 に引き上げた。 

●9 月 8日､運輸省はロビト回廊の鉄道運営・管理にかかる公開入札を開始した。 

●9 月 9 日から 13 日､ルアンダで「再生と成長に向けたロードマップ」のテーマのもと､第 2 回アンゴ

ラ・オイル＆ガスが開催された。 

●9 月 20 日、電力・水省と米企業サン・アフリカ社は、4 州（クネネ州、ウイラ州、クアンド・クバンゴ

州、ナミベ州）の各都市の電力プロジェクトに関する覚書に署名した。 

 

内政 

 

１．COVID-19 関連措置 

(1) 保健省公式サイト上で新型コロナワクチン接種完了証

明書の取得が可能となった（保健省公式サイト）。 

(2) 9月30日、アンゴラ人および外国人居住者の再入国や

アンゴラで職務にあたる外国人の入国等を例外として、10

月 30 日まで国境封鎖が維持された。また、民間機関は、

職場への出勤条件として、ワクチン接種証明書又は新型

コロナウイルス検査の陰性結果の提示を求めることが可

能となった(9 月 30 日付大統領令）。 

 

２．感染状況 

9 月 30 日時点における国内の累計感染者数は 57,247

名（内、累計死亡者数 1,548 名、累計治癒者数 47,950

名）であった(AP 9/30)。 

 

３．ポルトガル政府によるワクチン支援 

(1) 9 月 2 日、ポルトガル政府はアストラゼネカ製ワクチ

ン20万回分を追加で供与する旨発表した（当館注：4回

目のロットとして同日当地に到着した）(AN 9/2)。 

https://www.vacina.gov.ao/certificado.aspx
https://www.angola.emb-japan.go.jp/files/100242519.pdf
https://www.angop.ao/noticias/saude/covid-19-angola-regista-664-novos-casos-e-386-recuperados/
https://www.angonoticias.com/Artigos/item/69028/portugal-entrega-a-angola-mais-200-mil-doses-de-vacinas-da-astrazeneca
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(2) 9 月 30 日、アストラゼネカ製ワクチン 15万回分が当

地に到着した。本件支援は 5 回目のロットであり、ポル

トガル政府からアンゴラに対するワクチン供与は合計

72万回分となった(NAM 9/29)。 

 

４．セルビア政府によるワクチン支援 

9月14日、アンゴラ政府は、セルビア政府の供与による

スプートニク V ワクチン 5 万回分を受領した。本件支援

は、去る 8 月にニコラ・セラコビッチ／セルビア外務大臣

が当地訪問した際に署名された覚書に基づき実施され

たものである(AP 9/18)。 

 

５．米国政府によるワクチン支援 

9 月 26 日、米国政府は COVAX を通じアンゴラ政府に

対しファイザー製ワクチン 46 万 4,090 回分を供与した。

本件支援は 3 回目のロットであり、米国政府からアンゴ

ラに対するワクチン供与は今般で合計 164 万 6,960 回

分となった（9 月 26 日付当地米国大使館公式サイト）。 

 

６．シノファーム製ワクチンの到着  

（１） 9 月 7 日付大統領令（第 150/21 号）により、シノフ

ァーム製ワクチン 1,000 万回分の調達が承認された。ワ

クチン接種に要する運送や器具関連経費を含め総額

8,800 万ドルの支出となった（NJ 9/9）。 

（2） 9 月 12 日、アンゴラ政府はシノファーム製ワクチン

50 万回分を受領した。ルトゥクタ保健大臣によれば、今

般のワクチンは、COVID-19 感染予防対策を強化する

ためにアンゴラ政府が調達したものである（AP 9/12）。 

（３） 9 月 27 日、アンゴラ政府は COVAX を通じシノファ

ーム製ワクチン 120万回分を受領した。受領に立ち会っ

たムフィンダ保健副大臣は、今般ワクチンは、現在進行

中のワクチン接種国家計画の継続のために使用される

旨述べた（AP 9/27）。 

 

７．経済企画大臣の交代 

9月1日、セルジオ・サントス経済企画大臣が罷免され、

新大臣にマリオ・アウグスト・カエターノ・ジョアン経済企

画副大臣が任命された(AP 9/1)。   

 

 

８．改正総選挙基本法案をめぐる議論 

（1） 9 月 1日、国会は改正総選挙基本法案を賛成 126

票、反対 52 票（UNITA、CASA-CE、PRS）、棄権 1

（FNLA）で可決した。国会における与野党間の主な争

点は開票方法であったが、従来通り国家選挙管理委員

会(CNE)で開票を行うこととされた（AP 9/1）。 

 (2) ロウレンソ大統領は、国会で可決された改正総選

挙基本法案に対し拒否権を行使し、公正な選挙が実現

できるよう国会に同改正法案の再考を求めた（VA 

9/10）。 

（3） 9月 11日、最大野党UNITA をはじめとする政治組

織及び市民団体は、同改正総選挙基本法案に反対す

るデモを実施した。デモには数百名の野党支持者が参

加した(DW 9/11)。 

 

９．選挙人登録法案の可決 

9 月 1 日、国会は選挙人登録法案を全会一致で可決し

た。同法案は、国外のアンゴラ人居住者の普通選挙に

おける投票を対象とする。同法によれば、同選挙人登

録につき、本人確認サービスへのアクセスがない地域

においては対面形式により行われる（当館注：本人確認

サービスとは、法務・人権省市民及び犯罪者身分確認

保管局や州及び市レベルの関係機関が中心となり、各

個人の身元確認のデータの管理や身分証明書発行を

行うもの）（JA 9/2）。 

 

１０．改正中央銀行(BNA)法案の国会承認 

9 月 1 日、国会は改正中央銀行(BNA)法案を全会一致

で可決した。同法案は、金融政策運営における中央銀

行の独立性の確保を目的とする。また､（任期が長い方

が独立性に資するとの考え方から、）現行のBNA法（第

16/10 号）では 5 年（5 年毎に延長可）であった BNA 総

裁の任期が今般の改正により 6 年（一期に限り 6 年の

延長可）に変更された（当館注：さらに、同改正により大

統領に BNA 総裁を罷免する権限がなくなった。ただし、

BNA 総裁の任命は引き続き大統領が行う）（EX 9/1）。 

 

１１．一部輸入製品の関税免除 

9 月 1 日､工業・商務省は､物価上昇を抑制するため一

時的に一部輸入製品の関税を免除する旨発表した。対

https://www.noticiasaominuto.com/pais/1842362/portugal-oferece-a-angola-mais-150-mil-doses-de-vacinas-contra-a-covid-19
https://www.angop.ao/noticias/saude/angola-recebe-doacao-de-vacinas-sputinik/
https://ao.usembassy.gov/usg-shares-additional-464090-doses-of-pfizer-covid-19-vaccine-with-angola/
https://novojornal.co.ao/sociedade/interior/covid-19-pr-autoriza-compra-de-10-milhoes-de-doses-da-vacina-chinesa-sinopharm-no-valor-de-88-milhoes-usd-104320.html
https://www.angop.ao/noticias/saude/covid-19-angola-recebe-mais-500-mil-doses-de-vacina-da-sinopharm/
https://www.angop.ao/noticias/saude/covid-19-angola-recebe-mais-de-um-milhao-de-doses-da-sinopharm/
https://www.angop.ao/noticias/politica/pr-nomeia-novo-ministro-da-economia-e-planeamento/
https://www.angop.ao/noticias/politica/deputados-aprovam-alteracao-da-legislacao-eleitoral/
https://www.verangola.net/va/en/092021/Politics/27175/President-returns-organic-election-law-to-the-National-Assembly.htm
https://www.verangola.net/va/en/092021/Politics/27175/President-returns-organic-election-law-to-the-National-Assembly.htm
https://www.dw.com/pt-002/oposi%C3%A7%C3%A3o-angolana-protesta-contra-o-que-considera-reforma-injusta-da-lei-eleitoral/a-59154009
https://www.jornaldeangola.ao/ao/noticias/lei-do-registo-eleitoral-oficioso-foi-aprovada-por-unanimidade/
https://expansao.co.ao/economia/interior/parlamento-unanime-na-aprovacao-da-lei-do-bna-independente-do-poder-politico-104150.html
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象品目は､米､豚肉､干し肉（牛肉）、鶏もも肉、トウモロコ

シ（穀粒）、食用油、粉ミルクである（AP 9/1）。 

 

１２．ドス・サントス前大統領の帰国 

(1) 9 月 14 日、ドス・サントス前大統領は 2019 年から滞

在していたスペイン・バルセロナからルアンダに帰国し

た。今般の帰国は、前大統領一族とロウレンソ大統領

間に軋轢があることから大きな注目を集めた。9月16日、

ロウレンソ大統領及びドス・サントス前大統領は電話で

挨拶を交わした（当館注：会話の内容は明らかにされて

いない）(JA 9/17)。 

 

１３．地雷除去活動完了の見通し 

9 月 29 日に開催された地雷リスク管理に関するセミナ

ーにおいて、地雷対策庁（ANAM）は、地雷除去可能な

汚染面積が平均約 10 平方キロメートル／年であること

から、アンゴラの地雷除去活動完了の目標達成は 2028

年になる見込みであると説明した。現在、国内の地雷除

去対象となる汚染面積は 71 平方キロメートル（1,102 エ

リア数）である。2014 年の対人地雷禁止条約（オタワ条

約）加盟国によるマプト宣言において、アンゴラは 2025

年までに地雷除去を完了することを約束したが、同目標

を達成するためには除去面積を増加させる必要があり、

より多くの資金（当館注：他紙報道によると 2 億ドル）が

必要となる(JA 9/30)。 

 

 

外交 

 

１．大湖地域国際会議（ICGLR）ミニサミットの開催 

9月16日、ロウレンソ大統領のイニシアティブにより、当

地で対面形式により第３回大湖地域国際会議（ICGLR）

ミニサミットが開催された。各国首脳は中央アフリカ情

勢に関し議論を行い、中央アフリカの「和平に向けた共

同ロードマップ」を承認するとともに､同ロードマップの早

期実施を提起した(ICGLR コミュニケ)。 

 

２．ロウレンソ大統領のワシントン訪問 

9 月 20 日から 21 日、ロウレンソ大統領は、第 76 回国

連総会への出席に先立つ形でワシントンを訪問し、ジェ

イク・サリバン米国家安全保障担当大統領補佐官及び

ナンシー・ペロシ米下院議長による表敬を受けた。また、

21 日、ロウレンソ大統領はアフリカン・パークス（African 

Parks）とクアンド・クバンゴ州のルエング・ルイアナ地域

とマビンガの自然保護地区の共同開発及び管理の官

民パートナーシップのための交渉を開始した旨説明した。

さらに、環境団体(International Conservation Caucus 

Foundation：ICCF）主催の夕食会に主賓として招かれ環

境保護政策により表彰された他、国立アフリカ系米国人

歴史文化博物館の視察等も行った（VOA 9/21）（JA 

9/21）(EX 9/25)。 

 

３．大統領の第 76 回国連総会出席・一般討論演説 

9 月 23 日、ロウレンソ大統領は第 76 回国連総会に出

席し一般討論演説を行った。同大統領は、COVID-19ワ

クチンに関して、更なる増産が進みワクチンへのアクセ

スが向上されるよう、ワクチン生産の特許放棄につき国

連で議論されることを期待すると述べた。また、マリや

ギニアをはじめとするアフリカ諸国でのクーデターを非

難し、国際社会はクーデター主導者への非難声明の発

出に留まらず、断固とした行動をとることが必要だと提

言した(国連アンゴラ代表部)。 

 

４．ロウレンソ大統領のスペイン訪問 

（1） 9 月 28 日から 30 日、ロウレンソ大統領はスペイン

を公式訪問し、フェリペ６世西国王との懇談及びサンチ

ェス首相との首脳会談等を実施した。ロウレンソ大統領

は、同国王との懇談において、スペインは常にアンゴラ

を優先国の一つとしており、アンゴラにとってもスペイン

との二国間関係は極めて重要であるなどと述べた。ま

た、本年 4 月にサンチェス首相がルアンダを訪問した際、

二国間協力の様々な分野に関する意見交換を行い、複

数の協定及び覚書が署名された旨言及した。さらに、同

大統領は、フェリペ６世西国王をアンゴラに招待し、国

王は同招待を受け入れた(JA 9/28)。 

（2） 28 日午後､ロウレンソ大統領はサンチェス首相と会

談を実施した。同会談後の共同声明で、両国首脳は、

二国間関係を深化させ、スペイン企業の対アンゴラ投

資関心分野での協力を強化することで一致した(DW 

9/28)。 

https://www.angop.ao/noticias/economia/ministro-esclarece-suspensao-de-direitos-aduaneiros/
https://www.jornaldeangola.ao/ao/noticias/pr-joao-lourenco-ao-telefone-com-ex-presidente/
https://www.jornaldeangola.ao/ao/noticias/desminagem-vai-ser-concluida-apenas-em-2028/
http://www.embaixadadeangola.pt/wp-content/uploads/2021/09/PT-Comunicado-Final-III-Mini-Cimeira-da-CIRGL-16SET2021.pdf
https://www.voaportugues.com/a/jo%C3%A3o-louren%C3%A7o-discutiu-recome%C3%A7o-de-diaogo-estrat%C3%A9gico-com-estados-unidos/6236922.html
https://www.voaportugues.com/a/jo%C3%A3o-louren%C3%A7o-discutiu-recome%C3%A7o-de-diaogo-estrat%C3%A9gico-com-estados-unidos/6236922.html
https://www.jornaldeangola.ao/ao/noticias/pr-no-capitolio-com-nancy-pelosi/
https://www.jornaldeangola.ao/ao/noticias/pr-no-capitolio-com-nancy-pelosi/
https://estatements.unmeetings.org/estatements/10.0010/20210923/MBCmdqQ6m0uY/TFWrAgdk7QQ4_en.pdf
https://www.jornaldeangola.ao/ao/noticias/integra-do-discurso-do-pr-em-espanha/
https://www.dw.com/pt-002/jo%C3%A3o-louren%C3%A7o-em-espanha-em-busca-de-parceria-estrat%C3%A9gica/a-59344760
https://www.dw.com/pt-002/jo%C3%A3o-louren%C3%A7o-em-espanha-em-busca-de-parceria-estrat%C3%A9gica/a-59344760
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５．世銀によるコロナ対策支援 

9 月 16 日、政府及び世銀は、世銀の COVID-19 ワクチ

ン調達支援の枠組みのもと、1.5 億ドルの融資契約を締

結した。(署名式に出席した)ヴェラ・ダヴェス財務大臣は、

COVID-19 対策のため適切な資金動員を実施する旨約

束した。また、市民社会及び国民に対し、ワクチン接種

を行うよう呼びかけた（AP 9/16）。 

 

６．アラブ首長国連邦外相のアンゴラ訪問 

9 月 12 日、ロウレンソ大統領はアブダッラー・ビン・ザー

イド・アール・ナヒヤーン／ア首連外務・国際協力大臣

の表敬を受け、運輸、農業、工業分野をはじめとする二

国間経済協力等に関する意見交換を行った（JA 9/13）。 

 

７．タンザニア運輸省一行のベンゲラ州訪問 

9 月 9 日、タンザニア運輸省一行はベンゲラ州ロビト市

を訪問し、アンゴラ政府と今後あり得べき協力分野の検

討会議を行った。両国は、直行便の再開を目指すととも

に、鉄道、海上交通分野での協力の可能性を模索して

いる(AP 9/9)。 

 

８．大統領のカリブ共同体・アフリカサミット出席 

9 月 7 日、ロウレンソ大統領は、オンライン形式で開催

された第１回カリブ共同体（CARICOM）・アフリカサミット

に出席し、AU・CARICOM間の協力関係を人権、民主主

義、グッド・ガバナンス、テロ及び組織犯罪対策等の分

野にまで拡大すべきであると強調した。また、環境、天

然資源管理及び気候変動に関する協力についても言

及した(JA 9/7)。 

 

９．国会議長の第 5回世界議会議長会議出席 

9 月 6 日から 8 日、フェルナンド・ドス・サントス国会議

長をはじめとするアンゴラ代表団は、オーストリア・ウィ

ーンで開催された第 5回世界議会議長会議に出席し

た。同国会議長は演説で、アンゴラ政府による新型コロ

ナウイルス対策の取組に触れつつ、新型コロナワクチ

ンの平等な分配を呼びかけた。(AP9/8)。  

 

 

１０．ギニアでのクーデターに関するアンゴラ政府表明 

9 月 6 日、アンゴラ政府は、ギニアでのクーデターに関

し、「非民主主義的かつ違憲な行為であり、AU の 1999

年アルジェ宣言及び 2000 年ロメ宣言の原則に違反して

いる」と非難した。また、アンゴラはコンデ大統領の即時

且つ無条件の釈放を求める AU 及び西アフリカ諸国経

済共同体（ECOWAS）の立場を支持する旨表明した(JA 

9/7)。 

 

１１．国際 NGO・APOPOによる地雷除去支援 

9 月 22 日､国家地雷除去院（INAD）及び APOPO（ベル

ギーに本部を置く国際 NGO 団体）は､クアンザ・スル州

における地雷除去に関する協力合意書に署名した。同

事業は､ベルギー政府の資金援助を受けて実施される。

また､地雷除去作業には､日立製の地雷除去機が活用

される(VA 9/23)。 

 

 

経済 

 

１． 米企業サン・アフリカ社による太陽光発電開発 

9 月 20、ロウレンソ大統領のワシントン訪問中（20 日及

び 21日）に電力・水省と米企業サン・アフリカ社は、4州

（クネネ州、ウイラ州、クアンド・クバンゴ州、ナミベ州）の

各都市の電力プロジェクトに関する覚書に署名した。署

名を行ったボルジェス電力・水大臣は、米国輸出入銀

行(US EXIMBANK)による約 15 億ドルの融資により、従

来の電力問題を解決するための送電網拡大、変電所

建設及び太陽光発電を行う他、給水システムの設置を

予定していると述べた（JA 9/22）。 

 

２．バーラ・ド・ダンデ海洋ターミナル関連 

9 月 2 日、ソナンゴルはベンゴ州に位置するバーラ・ド・

ダンデ海洋ターミナルの建設に関する契約 3 件を締結

した。同ターミナルの第1建設は、2022年末までに完了

する見込みであり、完了時には 58 万立方メートルの燃

料の貯蔵が可能となる。ソナンゴルはブラジル企業

OEC 社(Odebrecht Engineering and Construction）と機

材調達、建設工事および試運転（EPCC）にかかる契約

を交わした他､アンゴラ企業 SOAPRO 社と環境影響調

査に関する契約を締結した(AP 9/2)。 

https://www.angop.ao/en/noticias/economia/governo-e-bm-assinam-acordo-de-credito-avaliado-em-usd-150-milhoes/
https://www.jornaldeangola.ao/ao/noticias/angola-e-emirados-arabes-unidos-pretendem-alargar-a-cooperacao/
https://www.angop.ao/noticias/transporte/delegacao-tanzaniana-dos-transportes-avalia-areas-de-cooperacao-em-benguela/
https://www.jornaldeangola.ao/ao/noticias/angola-defende-reforco-na-cooperacao-ua-e-comunidade-do-caribe/
https://www.angop.ao/noticias/politica/angola-apela-para-melhor-distribuicao-de-vacinas-da-covid-19/
https://www.jornaldeangola.ao/ao/noticias/angola-condena-golpe-na-republica-da-guine/
https://www.jornaldeangola.ao/ao/noticias/angola-condena-golpe-na-republica-da-guine/
https://www.verangola.net/va/en/092021/Defense/27381/Belgium-supports-the-government-in-demining-actions-in-the-province-of-Kwanza-Sul.htm
https://www.jornaldeangola.ao/ao/noticias/assinado-memorando-para-electrificacao-de-provincias/
https://www.angop.ao/noticias/economia/sonangol-assina-contratos-para-construcao-do-terminal-oceanico-da-barra-do-dande/
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３．信用格付関連 

（1） 9 月 2 日､フィッチ・レーティングスは､アンゴラの信

用格付を CCC で維持する旨決定した。また､2021 年の

アンゴラの実質経済成長率を0.1％と予測した（AN 9/2）。 

（2） 9 月 13 日、Moody’s はアンゴラの信用格付を Caa

１から B3 に引き上げた。引き上げ直後には、2025 年に

満期を迎える 10 年物ユーロ債の利回りは 12 ベーシス

ポイント減の 6.11％まで低下した(当館注：発行時の表

面利率は 9.5％であった)(BB 9/14)。 

 

４．アンゴラ国際産業見本市（FILDA）の延期 

9 月 28 日から 10 月 2 日に開催される予定であった第

36回 FILDAが 11月 16 日から 20日の開催に延期され

た（JA 9/5）。 

 

５．ロビト回廊に関する公開入札の開始 

（1） 9 月 8 日､運輸省はロビト回廊の鉄道運営・管理に

かかる公開入札を開始した(JA 9/7)。 

（2） 9月21日､ロビト回廊の鉄道運営・管理にかかる提

案書の提出締め切りが12月 7日まで延長された。事業

内容は､ベンゲラ州ロビト市からモシコ州ルアウ市まで

の鉄道運営・整備等であり､大西洋からコンゴ（民）やザ

ンビアの銅及びコバルト鉱山までを結ぶ輸送経路の整

備を目指している(AP 9/21)。 

 

６．第 2 回アンゴラ・オイル＆ガスの開催 

（1） 9 月 9 日から 13 日､ルアンダで「再生と成長に向け

たロードマップ」のテーマのもと､第 2 回アンゴラ・オイル

＆ガスが開催された。Energy Capital Power 主催で、ポ

ール・マッカファティ Equinor 上席副社長、アドリアーノ・

バストス BP アンゴラ上席副社長等が参加した（AfN 

9/10）。 

（2） マルティンス／ソナンゴル総裁は、同社の一部株

式の売却に関し、アンゴラ証券取引所（BODIVA）で実

施した後にロンドン証券取引所で実施する予定であると

発表した。また、同総裁は、既に株式売却に向けたプロ

セスは進行中であり、ソナンゴル再生計画のもと、子会

社 21 社が 5社まで再編された旨述べた(JA 9/11)。 

 

 

７．通信ネットワーク運用にかかる公開入札の開始 

9 月 14 日､通信・情報技術・マスコミュニケーション省は、

国内の基幹回線網及びアンゴラ・テレコム社の MAN(メ

トロポリタン・エリア・ネットワーク)運用にかかる公開入

札を開始した(AP 9/14)。 

 

８. 第１回 FENANGOLA の開催 

9 月 13 日、当地で第 1 回アンゴラ農業・畜産・水産・工

業見本市（FENANGOLA）の開会式が執り行われた。見

本市は同月 20 日から 25 日、ルアンダ州カゼンガ市で

開催され、農業・畜産・水産分野の生産者、零細商人、

大企業の３つのカテゴリーで500を超える出展者を見込

んでいる。(JA 9/14)。 

 

９. ルアンダ鉄道におけるガス輸送の再開 

9月 19 日、ルアンダ鉄道においてマランジェ州からのガ

スの輸送が再開された。1988 年に内戦によりガスの輸

送が停止されて以来､初めての輸送となった。ルアンダ

鉄道の線路は全長 479 メートルであり､ルアンダ州､クア

ンザ・ノルテ州及びマランジェ州を結んでいる(VA 9/20)。 

 

１０．コーヒーの輸出量増加 

国家コーヒー院（INCA）は､2020 年農期にアンゴラはコ

ーヒー約1,662 トン（生産量全体の27.47%）を輸出した旨

発表した。主要な輸出先は､ポルトガル、スペイン、レバ

ノンであった。本年は 2020 年と比べ生産量が 12.4%程

度減少する見通し(ME 9/21)。 

 

１１． ソナンゴルの 2020 年赤字決算 

ソナンゴルは2020年決算において､約 41億ドルの赤字

を計上した。コロナ禍における売上高の大幅な減少や

石油関連資産の減損が損失の原因となった。また､同

社の負債総額は 2020 年末時点で 268 億ドルに上り､同

年債務返済額だけでも 20 億ドルが支出された(RE 

9/17)。 

 

１２．ソナンゴル保有株の売却 

9 月 22 日､ソナンゴル及びオランダ企業 Diestman 

Marine社はソナンゴル保有のSonadiets株 30％の売却

にかかる事業譲渡契約及び公正証書への署名を行っ

https://www.angonoticias.com/Artigos/item/69029/fitch-mantem-rating-de-angola-em-ccc
https://www.bloomberg.com/news/articles/2021-09-14/angola-gets-first-upgrade-of-sovereign-credit-rating-by-moody-s
https://www.jornaldeangola.ao/ao/noticias/filda-remarcada-para-novembro/
https://www.jornaldeangola.ao/ao/noticias/concurso-para-a-exploracao-do-corredor-do-lobito-e-lancado/
https://www.angop.ao/noticias/economia/concurso-publico-de-concessao-do-corredor-do-lobito-vai-ate-7-dezembro/
https://www.africanews.com/2021/09/10/angola-oil-gas-aog-2021-addresses-energy-transition-impacts-on-oil-and-gas/
https://www.africanews.com/2021/09/10/angola-oil-gas-aog-2021-addresses-energy-transition-impacts-on-oil-and-gas/
https://www.jornaldeangola.ao/ao/noticias/sonangol-dispersa-capital-nas-bolsas-de-luanda-e-londres/
https://www.angop.ao/noticias/tecnologia/minttics-anuncia-concurso-publico-para-exploracao-das-redes-metropolitanas-da-angola-telecom/
https://www.jornaldeangola.ao/ao/noticias/fenangola-projecta-mais-de-500-expositores/
https://www.verangola.net/va/en/092021/Transports/27316/Luanda-railroad-resumes-gas-transport-more-than-three-decades-after-interruption.htm
https://mercado.co.ao/mercados/angola-exporta-1662-toneladas-de-cafe-ID1050820
https://www.africa.com/angola-cables-launches-sales-partnership-programme/
https://www.africa.com/angola-cables-launches-sales-partnership-programme/
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た。本売却は､ソナンゴル再生計画のもとで実施される

子会社売却の一環である（JA 9/23）。 

 

１３．ANPG による鉱区落札者の発表 

9 月 24 日､国家石油・ガス・バイオ燃料庁(ANPG)はコン

ゴ盆地及びクワンザ盆地の鉱区での探査事業にかかる

公開入札における落札企業 3 社を発表した。落札企業

は､米企業 Itankaグループ､米企業Brite’s Oil and Gas

社、カナダ企業MTI Energy 社であった(ME 9/24)。 

 

 

【主要経済指標】 

 

１．物価 

国家統計院（INE）が発表した 8月のインフレ率は、全

国平均で前月比 2.30%、前年同月比 26.09%。 

最も物価上昇に影響を与えたのは、食料品・非アル

コール飲料（1.50%）、衣類・靴（0.06%）､保健（0.07%）、家

具、家財、メンテナンス（0.10%）、運輸（0.09%）、モノ・サ

ービス（0.13％）。 

 

 

 

２．金利 

9月30日、金融政策委員会（CPM）が開催され、政策金

利（20%）、限界貸出ファシリティ金利(オーバーナイト

物)(25%)、流動性吸収ファシリティ金利(7日物)(15%)、外

貨建て法定準備率（22%）の維持が決定された。 

 

 

３．為替市場 

 9 月 30 日、為替相場は 1USD＝602.054AOA で推移。 

４．BNA 発表の外貨準備高統計 

 

 

５．ＧＤＰ及び成長率 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.jornaldeangola.ao/ao/noticias/sonangol-e-diestman-concluem-venda-de-30-no-grupo-sonadiets/
https://mercado.co.ao/economia/anpg-anuncia-vencedores-do-concurso-das-bacias-do-baixo-congo-e-do-kwanza-XE1053202
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６．主要貿易統計 

 

 

 

 

 

 

７. 財政主要統計 
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